
①

人 口 と 世 帯 数

(3月 末 日現在 )

世 帯 数    |.102
総 人 口     4.894

男       2.432
女       2.462

昭和46年 4月 15日

第 50号

土
木

建
設
・教
育
施
設
を
重
点
に

母
子
衛
生
対
策
に
も
力
を

三
月
の
定
例
村
議
会
で
決
ま

っ
た
昭
和
四
十
六
年
度
の
予
算
は
、　
一
般
会
計
二
億
七

千
万
円
、
農
業
振
興
事
業
特
別
会
計
五
百
三
十
万
円
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
三
百

四
十
万
円
で
、
総
額
二
億
七
千
八
百
七
十
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

二
の
な
か
で
主
な
行
政
庖
策
ｉ■
要
す
る
予
算
は
、　
一
億
六
千
二
百
六
十
六
万
八
千
円

で
す
。
そ
の
内
容
は
次
の
ル
一お
り
。

▽
地
域
開
発
調
査
費
■
七
十
万

一
千
円

十
三
湖
開
発
に
と
も
な
う
村

独
自
の
地
域
診
断
調
査
委
託

▽

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購

入
　
百
二

　

の
た
め
の
所
要
額
で
す
。

十
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
交
通
安
全
対
策
費
…
七
十
七

昨
年
十

一
月
、
中
学
校
生
徒

　

万
八
千
円

輸
送
の
た
め
購
入
し
た
も
の

　

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ヨ
ン
の
発

の
本
年
度
支
出
分
で
す
。　
　
　
達
に
と
も
な
い
、
交
通
事
故

▽
広
報
発
行
費
‥
三
十
二
万
三

　

は
農
村
部
に
お
い
て
も
激
増

千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

▽
財
政
調
整
積
立
金
・
三
百
十

　

子
ど
も
た
ち
を
輪
禍
か
ら
守

九
万
円
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
た
め
、

こ
と
し
も

″
緑
の

お
ば
さ
ん

″
三
人
を
配
置
す

る
ほ
か
、　
ロ
ー
ド
ミ
ラ
ー
の

新
設
、
安
協
の
分
会

へ
の
補

助
金
三
万
円

（各
分
会

一
万

円
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

▽
選
挙
施
行
費
…
百
十
五
万
六

千
円

県
議
、
村
長
、
村
議
補
欠
、

参
院
議
員
選
挙
と
明
年

一
月

に
予
定
さ
れ
る
村
議
会
議
員

選
挙
の
費
用
で
す
。

灯
料
な
ど
の
費
用
で
す
。

老
人
の
医
療
費
を
無
料
に
―

▽
老
人
医
療
対
策
費

‥
百
万
円

　

明
る
い
老
後
を
す
ご
し
て
い

老
人
福
祉
対
策
の

一
つ
と
し

　

た
だ
く
た
め
、
村
内
の
医
療

て
、
ヒ
十
才
以
上
の
高
令
者

　

機
関
を
利
用
す
る
時

の
み
医

に
対
し
心
身
と
も
に
健
康
で
　

療
費
を
全
額
無
料
と
し
ま
す

ご
み
と
し
尿
処
理
を
行
な
う

一
青
少
年
非
行
化
対
崚
　
一二
十

三
万
円

二
れ
は
青
少
年
の
非
行
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
計
上
し

た
も
の
で
す
が
、
県
内

に
お

い
て
も
中
学
生
の
集
団
リ
ン

チ
事
件
等
が
相
次
ぎ
、
本
村

に
お
い
て
も
全
世
帯
の
三
分

の

一
に
相
当
す
る
出
か
せ
ぎ

世
帯
を
も

っ
て
い
る
だ
け
に

こ
う
し
た
留
守
家
庭
の
青
少

年
の
健
全
育
成
を
は
か
る
た

め
の
も
の
で
す
。

▽
常
設
保
育
所
運
営
費
…
九
百

七
十
九
万
円

▽

へ
き
地
保
育
所
運
営
費
…
二

百
五
十
六
万
九
千
円

▽
委
節
保
育
所
運
営
費
…
十
九

万
三
千
円

出
か
せ
ぎ
と
賃
金
労
働
者
の

多

い
本
村
の
特
殊
性
か
ら
、

各
部
落
に
保
育
所
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
が
、
特
に
常
設

保
育
所
に
つ
い
て
は
、
三
才

未
満
児
の
委
託
が
ふ
え
て
い

ま
す
の
で
、
相
内
保
育
所
ｉ■

保
母

一
名
を
増
員
す
る
た
め

の
経
費
も
ふ
く
ま
れ
て
お
り

▽
環
境
衛
生
対
策
　
九
十
六
万

三
千
円

環
境
衛
生
の
広
域
化
を
は
か

る
た
め
、
西
北
五
衛
生
処
理

組
合
に
加
入
の
負
担
金
で
す

二
れ
に
よ
り
ご
み
に
つ
い
て

は
、

い
ま
の
と
こ
ろ
週

一
回

ま
す
。

▽
児
童
館
ミ
営
費
…
百
Ｌ
十
八

万
八
千
円

人
件
費
が
大
部
分
を
し
め
て

い
ま
す
が
、
子
ど
も
会
、
日

守
家
庭
児
の
育
成
指
導
を
は

か
り
ま
す
。

▽
簡
易
水
道
会
計
繰
出
金
　
一
一

百
九
万
八
千
円

▽
成
人
病
対
策
…
四
十
万
円

一
昨
年
よ
り
他
町
村
に
さ
き

が
け
て
実
施
し
て
来
た
胃
と

婦
人
病
の
集
団
倹
診
を
二
と

し
も
全
額
無
料
で
行
な
う
も

の
で
す
。
五
百
人
分
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

▽
母
子
衛
生
対
策
…
百
八
万

一

千
円

住
民
の
健
康
指
導
に
つ
い
て

は
四
十
年
度
か
ら
、
積
極
的

に
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

こ

と
し
も
常
駐
の
保
健
婦
を
母

体
と
し
て
、
妊
産
婦
、
乳
幼

児
の
健
康
と
栄
養
指
導
を
行

な
う
ほ
か
、
在
宅
患
者
、　
一

般
住
民
の
相
談

に
も
力
を
い

れ
ま
す
。

収
集
す
る
こ
と
と
し
、
し
尿

に
つ
い
て
は
、
百
八
十
秘
当

り
三
百
五
十
円

（
こ
れ
ま
で

四
百
五
十
円
）
で
引
き
受
け

ま
す
。

よ
非
常
に
む
ず

か
し
い
ル
・思

わ

れ
ま
す
の
で
い
当
面
は
出

か
せ
ぎ
先
き
で
の
安
全
管
理

や
賃
金
の
不
払

い
対
策
、
就

労
先
き
で
の
定
清
指
導
を
進

め
て
ゆ
く
た
め
の
も
の
で
す

▽
山
菜
処
理
加
工
施
設

・百
八

十
五
万
五
千
円

二
れ
は
農
家
の
副
業

の

一
つ

と
し
て
、
山
菜
を
共
同
処
理

し
商
品
化
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

▼
和
牛
流
通
規
制
貸
付
金
　
一
一

百
五
十
万
円

Ｔ
農
振
会
計
繰
出
金
　
一
一百
十

三
万
五
千
円

▽
水
産
振
興
事
業
量
　
五
十

一

万
八
千
円

こ
の
内
訳
け
は
、
漁
場
改
良

造
成
事
業
補
助
十
六
万
七
千

円
、
漁
業
給
油
施
設
二
十
万

円
、
い
か
釣
り
機
械
導
入
補

助
五
万
円
、
漁
業
基
金
協
会

出
資
金
五
万
円
、
水
産
講
習

会
委
託
補
助
三
万
円
、
そ
の

他
二
万

一
千
円
と
な

っ
て
お

り
ま
す
。

土
木
費
は
総
予
算
の
十
三
％

水
産
振
興
事
業
も
推
進
―

▽
耐
『
酸
」
伍
叶
芍
卸
野
悧
一　
脇
元
漁
港
修
築
は
四
十
七
メ
ー
ト
ル

％
の
増
で
す
。
出
か
せ
ぎ
者

の
解
消
は
、
い
ま
の
段
階
で
　

脇
元
漁
港
は
第
四
次
漁
港
整

　

備
計
画
に
も
と
ず
き
、
四
十

脇
元
小
学
校
を
移
転
新
築
備
に
で

▽
脇
元
小
学
校
建
設
事
業
費

‥

二
千
六
百
六
十
七
万
三
千
円

脇
元
小
学
校
は
老
朽
校
舎
と

し
て
、
か
ね
て
か
ら
建
設
を

の
ぞ
ま
れ
て
い
ざ
し
た
が
、

旧
脇
元
中
学
校
の
あ
と

へ
移

転
新
築
す
る
こ
と
に
な
り
ま

二
と
し
は
校
舎

（平
屋
建
て

六
教
室
五
百
二
十
五
平
方
Ｍ

）
と
給
食
室

（
五
十
四
平
方

研
）
を
鉄
筋
で
建
設
し
二
年

目
は
体
育
館
の
新
築
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

▽
中
学
校
寄
宿
舎
運
営
費

　

一

千
八
百
八
万
九
千
円

二
百
二
十
五
人
収
容
の
た
め

の
運
営
費
で
す
。

▽
高
等
学
校
施
設
整
備
‥
百
五

万
円

施
設
と
か
備
品
に
か
け
る
予

算
で
す
。

▽
学
校
給
食
運
営
費
‥
三
百
六

統
中
の
寄
宿
舎
（十
二
室
）
増
築

▽
中
学
校
建
設
事
業
費
…
四
千
　
が
最
終
年
次
で
あ
り
、
屋
内

】鯉職脚鳳Ｆ
中鷲撫謝村鋳中 に

あ
た
り
ま
す
。

▽
道
路
推
持
費
…
五
百
七
十
四

万
円

こ
れ
は
県
道
舗
装
負
担
、
側

溝
負
担
の
ほ
か
、
村
道
補
修

な
ど
が
ふ
く
ま
れ
て
い
ま
す

▽
付
道
新
設
改
良
事
業
‥
二
千

九
十
万
円

三
カ
年
間
の
継
続
事
業
で
あ

る
相
内
―
十
三
線
の
道
路
政

良
事
業
費
で
す
。

こ
と
し
は

二
千
層
の
予
定
で
す
。

▽
公
営
住
宅
推
持
費
　
一二
十
六

万
三
千
円

マ
脇
元
漁
港
改
良
事
装
　
一
一百

九
十
七
万
二
千
円

▽
消
防
施
設
整
備

・四
十
五
万

五
千
円

こ
の
内
容
は
、
ホ
ー
ス
二
十

本
、
バ

ッ
テ
リ
ー
購
入
の
ほ

か
、
第
四
分
団
の
防
火
水
そ

う
な
ど
の
新
設
で
す
。

永 久 選 挙 人 名 簿 の 縦 覧

4月 15日 から、4月 19日 まで永久選挙人名簿の縦覧を行なっています。
今回登録される選挙人名簿の該当者は、
年令‐昭和26年4月 26日 以前に生れた人
住所要件‐昭和46年 1月 13日 以前に本村へ転入届けを出した人に限ります
名簿から脱落していると投票できませんのでかならず縦覧してください

(人 口は45.10。 1の 国調 )

46年度目的別一般会計予算

▲予 算 額 2億 7千万円

◇割   合  100%
◎村民一人当り 59.774円

▲
◇
◎

316千 円
0.12%

70円

商 費

6.932千円
2.57%

1.534円

議 貴

▲
◇
◎

34.625千円
12.82%
7.665円

土 木 費

総
　
▲
◇
◎

44.891千円
16.63%
9.938円

務 費

▲
◇
◎

2.508千円
0。 92%
555円

防 費

▲ 20.643千円
7.65%

◎  4.570円

民 生 費

衛 生 費

8 6。
4::露

易
◎  1.426円 § 

害
2:z

504千 円
0.19%
H2円

働 費

▲
◇
◎

17.110千 円
6.34%

3,787円

公 債 費

!ξ

彎釉 ▲
〈
Ｘ
９

350千 円
0。 13%

79円

予 備 費

-145-
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…

十三20日 ・ その他は22日 か ら実施

～週 1回収集します～

あぶない 切 り忘れ

村

で

は
四
月

一
日
か

ら
、

西
北

五
衛
生

処
理

組
合

ｉ■
加

入
し
、

い
ま

ま

で
ご

不
便
を
お
か
け

し
て

い
た

「
ご

み
」

と

「
し
尿
」

の
処
理
を
行

処
理

の
し
か
た
や
ご

注
意

し

て

い
た
だ
く

こ

と

は
、

次

の
と
お
り
で

ご

み

の

収

集

Ａ
収
集
Ｈ
ｌ
相
内
、
大
田
、

性
川
、
脇

ん
、
磯
松
の
各
地
区

は
毎
週
木
曜
日
、
十
三
地
区
は

火
曜
日
。

△
収
集
場
所
＝
三
十
戸

ｌｉ

一

カ
所
の
割
で
場
所
を
決
め
て
い

ま
す
の
で
、
収
集
日
に
そ

ｉ
ヘ

持

っ
て
行
く

二
と
。
そ
れ
以
外

の
時
は
自
宅
に
置

い
て
く
だ
さ

老
人
の
医
療
費
は
無
料
で
す

―
七
十
才
以
上
の
方
が
対
象
―

―‐
で
■
と
ノ、
福
祉
対
策
の

一　
て
の
制
度
イ
．す
か
ら
、

‐、
ま
の
　
っ
て
三
割
の

一
部
負
担
金
仕
窓

つ
ル
し́
て
、
Ｌ
十
■
以
Ｌ
の
高

と

一ろ
次
の
診
療
所
だ
け
に
な

Ｈ
子
．支
払

っ
て
」
た
だ
き
ま
す

令
者
の
方

々
に
、
心
身
と
も
ｌｉ

り
ま
す
（　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ぉ
、
窓
Ｈ
で
納
め
た
三
割
分

健
康
で
明
る
い
と
後
を
十
二
し

　

―
市
浦
村
国
民
健
康
保
険
相

は
、
あ
と
で
社
会
保
隆
か
ら
も

て
い
た
た
く
た
め
、
四
月

一
国
　

　

内
診
療
所
、
十
三
診
療
所

ｒ
・る
１
と
に
な
り
ま
す
。

か
ら
村
内
の
医
療
機
関

（
診
療

　

２
公
立
金
木
病
院
脇

ん
診
療

　

▼
証
明
書
の
交
付
　
対
象

，

所
）
を
利
用
す
る
時
の
人
、
診

　

　

所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
′、
は
、
役
場
か
出
張
所
て

療
費
を
１‐
額
無
料
に
し
ま
し
た

　

▼
無
料
に
な
る
Ｌ
く
ム
＝
国

Ｌ
十
才
で
あ
る
と
‐、
う
証
明
書

が
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て

保

へ
加
入
し
て
い
る
人
は
、

１

の
交
付
を
受
け
、
診
療
所
の
窓

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
れ
ま
で
三
割
の

一
部
負
担
金

セ

＝
へ
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
支
給
の
対
象
占

‐‘市
浦
付

窓
口
ｆ
．支
払

っ
て
い
た
だ
き
ま

　

▼
そ
の
他
―

二
の
制
度
で
入

‐■
住
む
‐――‐ｌｉ
Ｌ
十
才
以
Ｌ
の
国
民

し
た
が
、

・
ん
ど
か
ら
付
か
入

院
す
る
こ
と
は
イ
）き
ま
せ
ん
。

健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の

な
さ
ん
に
か
ゎ

っ
て
診
療
所

ヘ
　

ノ
ヽ
わ
し
い
こ
と
ｌｔ
、
役
場
か

被
扶
養
者
て
、
明
治
三
十
四
年

支
払
い
ま
十
。　
　
　
　
　
　
　
診
療
所
め
窓
Ｈ
′
．お
た
ず
ね
く

四
月

一
日
以
前

に
牛
ま
れ
た
ノ
、
　

ま
た
、
社
会
保
険
の
家
族
の

た
ざ
い
〓

と
四
月
二
日
以
後
Ｌ
十
才

１１
な

人
は
、

い
ま
ま
で
五
割
の

一
部

る
ノ
、た
ち
力，
そ
の
日
か
ら
対
象

負
担
金
で
し
た
が
、
国
保
の
′
、

と
な
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
と
同
じ
ょ
う
に
三
割
を
村
て
診

▼
指
定
医
療
機
関
―

は
じ
め

療
所

へ
支
払

い
ま
す
。
し
た
が

○
）

交
通
安
↑
塔
前

（
一
〇

　

（
太
田
）

・
三
〇
）
　

　

　

　

　

　

　

　

上日
山
唯

一
宅
前

０

一
上

高
）

（
磯
松
）
　
　
　
　
　
　
　
）

奈
良
倉
吉
宅
前

（
二

・
三

バ

ス
停
北

Ｈ
隣

（
一
∩
Ｉ

四

〇
）

奈
良
直
美
宅
前

（
二

・

五
）

村
元
正
恒
宅
眸

´
一
〇

四
〇
）
　

工
藤
石
五
郎
宅
前

（

・
五
〇
）

和
島
松
造
宅
前

（
一
丁

四
五
）

鳴
海
善
逸
宅
隣

一
一
・
〇
〇
）
　

　

　

　

　

　

（
二

ｏ
五
〇
）

木
村
昭

一
宅

（
相
内
）
　
　
　
　
　
　
　
一削

公

一
・
五
五
）

木
村
万
作

成
田
只
則
宅
前

（
一
一
。
二

宅
前

（
三

。
一
の
）

○
）

住
宅
貯
水
そ
う
隣

（
一
　

（
十
三
）

一
・
二
五
）
教
員
住
宅
人

口

（
　

十
三
橋
北
側

（
二

・
三
〇
）

一
一
・
三
〇
）

木
津
谷
喜
市

　

十
三
漁
協
前

（
〓

・
四
〇
）

郎
宅
隣

（
一
一
・
三
五
）

岡

　

本
荘
珍
雄
宅
隣

（
二

・
四
五

本
金
九
郎
宅
隣

（
一
一
０
四
五

）

神
明
宮
向

い

（
二

・
五
〇

＾
一
石
）
当
り
二
百
一
十
卜

）
　

‐秋
咽
谷
坂
咲
咤
麟

い
ｒ
Ｆ
）

‐
‐八
林
沢
略
扶
咤
磯

ヽ
前

（
三

・
五
〇
）
　

丁
子
谷
勘
四
郎
宅

・
〇
〇
）

住
宅
中
央

（
三

・

メ鍬臓
責
凱ｒ
瓢
師
ほ
計
用
前
（一二
・〇
〇
）
卿
颯
「
〇．К
て
、蒔

田道
雄
宅
隣
柱三

＝
ご
み
を
い
れ
る
袋
は
役
場
で

あ

っ
せ
ん
し
ま
す
。
価
格
は

一

枚
四
円
で
す
。

し

尿

の

汲

み

と

リ

次
の
指
定
業
者

へ
連
絡
し
て

△
指
定
業
者
＝
中
里
町

。
津

軽
衛
生
７Ｌ

（
電
話
中
聾
７
の
二

三
〇
六
番

津
軽
衛
生
社
脇
元
出
張
所

（

川
内
勇

一
さ
ん
）
電
話
相
内
二

四
〇
番

△
汲
み
と
り
料
金
＝
百
八
十

で
し
た
が
、
二
百
円
安
く
な
り

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ

竹
谷
石
太
郎
宅
前

（
九

・
三

五
）

桑
野
福
三
郎
宅
隣

（
九

一
０
０
五
）

柏
谷
豊
作
宅
前

）

桑
野
福
三
郎
宅
隣

（
九
　
（
一
・
五
〇
）
　

一二
和
正
明
宅

・
四
〇
）

成
田
八
雄
宅
隣

（
前

（
二

・
○
○
）

山
火

事

を

な

く

し
よ

う

ク
火
の
始
末
山
の
ル
ー
ル
の
第

一
課
η

ヨ
宅
隣

（
一
二

ｏ
Ｏ
五
）
　

工
　
・
一
〇
）

若
山
恭
二
宅
前

（

藤
福
太
郎
宅
前

（
一
二

・
一
〇

〓
Ｔ

一
五
）

加
納
喜
代
作
宅

）

古
野

・
下
村
三
差
路

（
一
前

（
三

・
二
〇
）

浜
田

ＩＬ
宅

二

。
一
五
）

営
杯
署
官
舎
人

前

（
三

。
二
五
）

口

（
一
二

・
二
五
）

三
和
清

平
宅
前

（
一
二

・
三
〇
）

一二

（
　
）
内
は
時
間
で
す

和
武′、
田ノレ
難
痢

宅
（

肝

（ 二

一
瓢

・ Ｏ
ｒ

（脇
元
）
　
　
　
　
　
　
　
○
）

鳴
海
久
通
宅
隣

（
一
・

脇
元
漁
協
隣

（
九

・
三
〇
）

○
○
）
　

工
藤
善
之
助
宅
前

（

九

・
五
〇
）

消
防
屯
所
前

（

九

・
五
五
）
旧
脇
脇
元
公
民
館

前

（
一
〇

・
○
○
）
元
中
学
校

登
り
角
向

い

（
一
〇

・
一
〇
）

（
桂
川
）

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

（
一
・
二
五

）

秋
田
谷
兼
吉
宅
隣

（
一
・

三
〇
）

開
拓
中
央

（
一
・
三

（
二
）
火
災
警
報
が
発
令
さ

れ
た
ら
消
火
し
火
入
れ
を
中
止

す
る
こ
と
。

（
三
）
自
動
車
な
ど
で
山

ヘ

は
い
る
と
き
、
走
行
中
窓
か
ら

た
ば

こ
を
投
げ
捨
て
な
い
こ
と

（
四
）
集
団
で

ハ
イ
キ
ン
グ

す
る
ど
き
は
必
ず
防
火
責
任
者

を
定
め
た
き
火
し
た
あ
と
の
始

未
を
完
全
に
行
な
わ
せ
る
二
と

（
五
）
山
菜
と
り
で
山

へ
入

っ
て
火
を
使

っ
た
り
、
た
ば

こ

を
吸

っ
た
と
き
は
、
消
火
を
た

し
か
め
る
こ
と
。

山

火

事

を

発

見

し

た

ら

山
火
事
を
発
見
し
た
と
き
は

最
寄
り
の
部
落
な
り
営
林
署
の

作
業
員
な
り
担
当
区

に
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

い
ち
早
く
消
防

隊
が
出
動
し
、
消
火
出
来
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
被
害
を
少
な

く
す
る
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

「
国
副
引
馴
ヨ

Ｆ

火
の
元
に
は
気
を
つ
け
て

沖
て
大
き
く
ゆ
十し
て
ぃ
る
波

な
ぎ
な
に
ひ
た
ひ
た
と
寄
せ
て

は
返
す
波
。
北
西
の
季
節
Щ

Ｉ，

や
え
で
、
海

は
お
だ
や
か
ＩＬ
な

り
ま
し
た
。
潮
の
色
も
次
■
・」

ア
イ
色
が
あ
わ
く
な

っ
て
、
一
、

明
る
く
澄
ん
だ
美
し
さ
に
な
わ

り
、
静
か
ｉ■
ど

ｌ
ル
・な
く
の

′，
ｔ

荒
磯
を
打

つ
怒
と
う
や
、
砂

丘
の
ス
ソ
遠
く
打
ち
寄
せ
る
波

浪

ｌｉ
も
春
の
惑
し
が
ム
な
ぎ

っ

て
‐、
ま
す
。
海
辺
に
出
て
入
る

と
予
潮
時

に
は
干
潟

（
ひ
が
た

ン
を
ひ
ろ
び
ろ
と
残
し
て
、
遠

く
退

い
て
ゆ
く
潮
の
卜
満
が
、

こ
と
に
気
が

つ
き
ま
十
。

そ
し
て
、
ま
た
春
は
大
気
中

―■
水
分
が
多

い
の
で
、
離
れ
て

み
る
と
、
物
の
姿
が
ぼ
―
っ
と

か
す
ん
で
見
え
ま
す
。
秋
の
月

は
さ
や
か
で
、
春
の
月
は
お
ば

ろ
、
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
朧

（
お
ぼ
ろ
）
と
い
う

の
は
、
霞

（
か
す
み
）
の
夜
の

現
象
で
す
。
朧
月
は
、
澄
み
き

っ
た
冷
た
い
秋

の
月
と
は
ち
が

一
っ
た
、
ぁ
た
た
か
い
感
じ
が
し

ま
す
。

「
春
宵

一
刻
値
千
金
」
と
い

う
古
い
詩
句
が
あ
り
ま
す
。
春

の
夜
を
お
金
に
換
算
す
れ
ば
、

な
く
明
る
く
つ
や
や
か
な
感
じ

で
、　
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ふ
ん
出

気
が
わ
い
て
く
る
の
も
ふ
し
ぎ

で
す
。

先
ず
は
四
月
も

九
気
で
す
ご

春
は
強

い
風
が
吹
き
、
乾
燥

し
た
天
気
が
続
く
の
で
、
年
間

焼

　

　

を
通
し
て
最
も
火
災
の
多
い
時

を
　

　

期
で
す
特
に
山
火
事
が
毎
年

こ

ル
　

　

の
時
期
に
集
中
し
、
貴
電
な
森

，
４
　

　

林
資
源
を
失

っ
て
い
ま
す
。

り
　
　
　

昭
和
四
十
五
年
中

（
一
月
か

動
　

ます
。

局
け
は
岬
燎
輌
″
懇
悧
」
一
輌

火
　
い

失
面
積

一
万
八
千
七
百
七
十

一

椒
　
】

フ
Ｐ‐‐
い
″
謝
婢
断
晰
針

ｔヽ 九
獅
一

国
　
定

　

」削
年
に
比
較
し
ま
す
と
、
件

写
き
原

こ
れ
か
ら
が
危
険

山
火
事
の
原
因
は
た
ば

こ
の

山
火
事
を
防
ぐ
に
は

山
火
事
を
防
ぐ
に
は
、
山
に

た
る
人
が

一
人

一
人
、
注
意
す

る
こ
と
で
す
が
特
に
つ
ぎ
の
二

と
を
守

っ
て
下
さ
い
。

（
一
）
火
入
れ
す
る
と
き
は

村
長
に
届
け
出
る
こ
と
、
火
を

入
れ
た
ら
報
告
し
、
延
焼
を
防

ぐ
た
め
に
消
火
の
準
備
を
し
て

家
庭

を

は
じ

め
、

職
場

や
、

地
域
て
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
を

充
分
認
職
し
、
火
災
予
防

一́
努

―γЮ一
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陳す長
さ
ん

昭和46年交通安全年間スローガン

(運転 高 1句 |ト リ  ヒ 十 一 ッ と し た  あ の 一 瞬 を  忘 れ る な

(歩 行商向|十 , 「 まだ渡ね́ る」は「 もう危ない」

あぶない あぶない
ひ よつこりとびだし

Ｈ
は
、
選
挙
人
２

人

天

が

　

不

在

者

投

票

は

１８

日

１

２４

日

ま

で

　

後
期
堅

王

省

か
ら
五
二

す
す
ん
で
自
覚
あ
る
選
挙
権
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
ま
で
で
す
。

二
の
運
動
の
日

行
使
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

　

村
長
選
挙
と
議
会
議
員
選
挙

は
、
か
な
ら
ず
事
業
主
や
市
町

的
は
、
歩
行
者
、
運
転
者
、
運

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
不
在
者
投
票
は
、
十
八
日
か

村
長
、
管
公
庁
の
長
の
証
明
書

転
者
の
雇

い
主
、
そ
の
他
道
路

な
お
、
脇

厄
地
区
は
村
議
会

ら
二
十
四
Ｈ
ま
で
で
す
が
、
十

を
必
要
と
し
ま
し
た
が
、
農
業

交
通
に
関
係
の
あ
る
す
べ
て
の

議
員
の
補
欠
選
挙
も
同
時
に
行

一
日
に
行
な
わ
れ
た
県
議
会
議

委
員
選
挙
か
ら
こ
の
証
明
書
が

人
が
、
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
の

な
わ
れ
ま
す
が
、
村
長
の
投
票

員
選
挙
と
同
じ
よ
う
に
、
村
内

不
用
と
な
り
、

「
宣
誓
書
」
制

実
践
を
習
慣
づ
け
、
事
故
防
止

用
紙
は
黒
刷
り
、
　
‐
議
崚
の
投
票

の
投
票
区
外
で
の
職
務
ま
た
は

度
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。
関

の
徹
底
を
は
か
る
こ
と
に
あ
り

用
紙
は
赤
刷
り
で
す
か
ら
、
間

業
務
に
従
事
中
で
あ

っ
て
も
不

係
用
紙
は
選
管

に
あ
り
ま
す
の

ま
す
。

違
わ
な
い
よ
う
に
投
票
し
ま
Ｌ

在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。
　
　
　
で
、
気
軽
に
不
在
者
投
票
を
し

　

歩
行
者
、
運
転
者
の
み
な
さ

よ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
不
在
者
投
票
の
と
き

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
ん
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
守

っ
て

（
５３
）

踏
入
い
，＝
た
の
は
、
四
十

一
年
の
暮
れ
も
押
し
せ
ま

っ
た
十

二
――

二
十

二
日

で

し
た
。

六
十

九
年

ぶ
り

か

の
人
雪

で
、
連

日

め
猛
吹

雪

て
し
た

子
ｌ
ｃ

四
季

の

う

つ
り
た

り
が

は

っ
き

「

調
ｒ

〓
十

二
―‐
る

よ
そヽ
、

こ
ら

れ
の
よ
う

二
、
健
嗜

・〓
の
ム

ハ
で
十
　
　
′、人

ャ

ー
胸
十
張

る
Ｖ

Ｉ

）
一
担
支

■
力
治
黎

一
．

日

一
つ
く
病
気

■
な

・
″
．

歩́
行
者
は
Ｙ

Ｏ
近
く
に
横
断
歩
道
の
あ
る

と
こ
ろ
で
は
、
か
な
ら
ず
横
断

歩
道
を
渡
る
。
と
く
に
車
の
直

前
、
直
後
は
絶
対
に
横
断
し
な

②
歩
道
、
車
道
の
区
別
の
あ

る
と
こ
ろ
で
は
、
か
な
ら
ず
右

が
わ
の
右
は
し
を
歩
く
よ
う
に

す
る
。

③
酒
を
飲
ん
で
道
路
を
ふ
ら

つ
が
な
い
よ
う
に
す
る
。

④
子
ど
も
を
道
路
で
あ
そ
ば

せ
な
い
。
子
ど
も
を
連
れ
て
歩

く
と
き
は
、
か
な
ら
ず
右
が
わ

に
し
、
手
首
を
し
っ
か
り
つ
か

ん
で
離
さ
な
い
。
交
通
事
故
の

お
そ
ろ
し
さ
、
自
動
車
は
す
ぐ

止
ま
れ
な
い
、
あ
ぶ
な
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
く
り
か
え
し

く
り
か
え
し
教
え
て
、
身
に
つ

け
さ
せ
る
。

（運
転
者
は
）

ｉｌ，
ど
ん
な
場
合
で
も
、
き
め

ら
れ
た
速
度
を
守
る
。
と
く
に

児
童
、
幼
児
の
通
行
が
予
想
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
は
、
い
つ
で
も

止
ま
れ
る
よ
う
な
速
度
で
運
転

す
る
。

②
横
断
歩
道
に
近
ず

い
た
と

き
は
、

い
つ
で
も
止
ま
れ
る
よ

躍
動
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
市
浦
村

―
す
ば
ら
し
い
統
合
中
学
校

の
建
設

―

―

ル
．う
な

る
と
先

■

の
　

文
化

等
全
般

―■
行
き
わ
た

″

Ｌ

こ
と
も
過
重

こ
な

る
ヒ
　

っ
て

い
ま
す
が
―
っ
　

　

　

″

思

い
ま
す
が
―
。
　

　

　

　

　

―
統

一
地
方
選

こ

つ
い

″

わ
た
し
も
生
身

の
か
ら
だ
　

て
構

三
者
的

な
立
場

か
ら

″

労
州
啜

昼

れ
抑
罐

輌
れ
胆

　
峨
付

“
〓
哺
「

を

ぉ
聞

か

″

童
、
生
徒

の
身
体
検

査
、
　

派
関

の
な
い
明

る

い
村

に

″

予
防
注
射

等

に
追

わ
れ

る
　
　

わ
た
く

し

の
故
郷

（
′
ヽ
″

ｉ
と
も

し
ば

し
ば

で
、

百
　

”
じ

子
ｔ̈
選
挙

〓
激

烈
そ

″

％

サ
ー
ビ

ス
で
き

な

い
の
　

の
も

の
で
す
が
、

や
は

い

″

を
心
苦

し
く
思

い
ま
す
。
　

派

閥

を
な
く
す

る

こ
″
・が

″

わ
た
く

し
も
生
身

の
か
ら
　

選
挙

を

■

ム
ー
ズ

に
さ

せ

″

た

千
キ

か
ら
―
。
　

　

　

る

の
で
は
な

―、
て
し
さ

つ

″

―

市
浦

を
語

る
と
き
、
　

か
。

そ

の
た

め

‥́．
は
、
有

″

ビ

／ｔ
な

二

七
十
収

‐，
あ

げ
　
能

な
ノ
、材

を
培
養
す

る

二

″

支
十

か
ぅ
　

　

　

　

　

　

　

と
が
大
切

で
す
っ

ｔ
た
、
　

″

う
に
す
る
。
ま
た
、
横
断
中
や

の
手
前
で
は
士
し
て
い
る
車
が

横
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩
行

あ
る
と
き
は
、
か
ユ
ら
ず

一
時

者
が
い
る
と
き
は
、
横
断
歩
道

停
止
す
る
，
ま
た
、
横
断
歩
道

の
手
前
で
か
な
ら
ず

一
時
停
止

と
そ
の
近
く
で
は
、
・決
し
て
他

し
て
道
を
ゆ
ず
る
。
横
断
歩
道

の
車
を
追
い
越
さ
な
い
。

酒
飲
み
運
転
を
な
く
そ
う

っ
て
踏
ん
だ
り
し
て
悲
惨
な
事

故
を
ま
ね
き
ま
す
。

④
ま
わ
り
の
人
は
、
運
転
す

る
人
に
酒
を
然
ま
せ
な
い
。
ち

よ
っ
と
ば
か
り
は
だ
い
じ
よ
う

ぶ
だ
ろ
う
と
思

っ
て
、
す
す
め

た
祝

い
酒
が
悲
し
い
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
運
転
す
る
人
に

は
、
絶
対
に
酒
を
す
す
め
な
い

新
入
生
へ
黄
色
安
全
帽
を
贈
る

運
転
者

ヘ
ジ
ユ
ー
ス
を
サ
ー
ビ
ス

ー
金
木
地
区
安
協
脇
元
分
会
で
―

相
内
分
会
で
も

Ｐ

Ｒ

を

計

画うつかりおうだん ,

)｀ _
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④

農
業
者
年
金
加
入
者
は

国
民
年
金
所
得
比
例
に
加
入
を

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め

て
し
ま
い
ま
し
た
か
。

昭
和
四
十
五
年
度

（
四
十
五

１
四
月
か
ら
四
十
六
年
二
月
）

分
の
保
険
料
は
今
月
が
最
終
の

納
期
限
で
す
。

も
し
、
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
せ
ん
ル
一、
万

一
事
故
な
ど
に

あ

っ
た
場
合
障
害
年
金
や
母
子

年
金
な
ど
が
う
け
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
月
中
に
納
め
ま
せ

ん
ど
役
場
で
は
取
り
扱

い
で
き

ま
せ
ん
の
で
早
目
に
納
め
る
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。

に
評
価
し
た
上
、
故
人
と
相
続

　

遺
言
に
は
、
普
通
の
方
式
と

に
提
出
し
て

「
検
認
」
を
受
け

⑥

　
　
　
報
帥
酬
晰
い
期
噺
は
わ
襲
師
抑

婦
捌
わ
け
嗽
い
し
帥
箸
路
誦
め

な
“
〔
暉
漱
「
薦
載
れ
ギ

故
な

考
慮
し
て
分
割
の
審
判
を
し
ま

公
正
証
書
、
秘
密
証
書
の
三
種

ど
で
、
死
期
が
迫

っ
て
い
る
と

人
は
、
自
分
の
死
後

に
、
残

な
い
場
合

に
は
、
家
庭
裁
判
所

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
も

き
は
、
証
人
三
人
以
上
の
立
会

っ
た
財
産

に
つ
い
て
、
争
う
こ

に
遺
産
分
割
の
審
判
ま
た
は
調

こ
の
審
判
の
手
続
で
は
、
法
律

っ
と
も
身
近
に
利
用
で
き
る
の

い
で
、
遺
言
の
内
容
を
口
授
し

と
を
願
う
も
の
は
、
だ
れ
も
お

停
を
申
し
立
て
る
こ
と
に
な
り

で
定
め
ら
れ
た
割
合
に
従

っ
て

が
、
自
筆
証
書
に
よ
る
遺
言
で

て
作
る
特
別
の
方
式
も
あ
り
ま

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
庭
裁

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遺
産
を
分
割
す
る
わ
け
で
す
が

・」れ
は
、
遺
言
者
が
自
分
で
内

す
。

こ
の
場
合

は
、
遺
言
の
日

判
所
の
窓

口
か
ら
み
ま
す
と
、　
　
申
立
が
あ
る
と
、
家
庭
裁
判

故
人
に
遺
言
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

容
、
日
付
、
名
前
の
全
部
を
書

か
ら
二
十
日
以
内
に
家
庭
裁
判

遺
産
の
処
理
を
め
ぐ

っ
て
、
相

所
は
、
ま
ず
調
停
委
員
会
で
、
　
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ

き
，

こ
れ
に
印
を
押
す
の
で
す

所
に

「
確
認
」
し
て
貰
わ
な
い

続
人
間
で
い
が
み
合
う
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
効
力
が
な
い
こ
と
に
な

っ

闊

げ
［
¨
¨
っ
一
【
〔

「 ぁ
わ

　

遺

言

と

遺

産

分

割

に

つ

い

て

　

　

【
い
一
一
｝

醜
偶‐二
凱
ｒ
竃
鰐

の
財
産
」
と
し
て
、
単
独
で
相

互
に
譲
り
合

っ
て
円
満
な
解
決

か
ら
遺
言
す
る
二
と
に
よ

っ
て

ま
た
、
公
正
証
書

に
よ
る
遺
言

の
た
め
に
最
低
限
度
残
し
て
お

冊
け
』
駒
赫
嗜
闘
ｋ
れ
」
け
ど

歳
Ⅷ
郷
ｎ

ｔヽ ぅ
紡

情 っ
ぃ
れ
担
薦
赫

阻
罐
税
“
味
が
動
一
一
か
な
り

興
だ
松
輛
は
¨
琴

も‐こ
つ ょ
と っ
ば
雛

あヵ、
吐
η
坤
鷹
薇
わ
れ
ハ
Ⅷ
蹴
肺

律

で
定
め
ら
れ
た
相
続
分

に
応

っ
た
り
、
自
分
本
位

に
し
か
考

　

普
通

「
遺
言
」
と
い
い
ま
す

全
確
実
な
方
式
で
す
。
さ
ら
に

分
を
持

っ
て
い
る
人
か
ら
、
財

じ
、
共
同
相
続
人
の
間
で
分
割

え
な
い
相
続
人
が
い
た
り
す
る

と
、
臨
終
の
枕
元
で

「
兄
弟
仲

遺
言
の
内
容
を
生
前
に
知
ら
れ

産
を
と
り
戻
さ
れ
る
こ
と
が
あ

す
る
方
式
に
な
っ
て
い
る
た
め

と
、
話
が
こ
じ
れ
、
調
停
に
よ

よ
く
家
業
に
励
む
こ
と
」
な
ど

た
く
な
い
場
合
は
、
秘
密
証
書

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

相
続
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多

る
解
決
が
む
ず
か
し
く
な
り
ま

と
口
う
っ
し
で
伝
え
る
光
景
を

に
よ
る
遺
言
を
利
用
し
ま
す
。　
　
く
わ
し
い
こ
と
は
最
寄
り
の

く
な
っ
て
き
た
の
で
す
。　
　
　
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
調
停
を

思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
法
律
的

　

・』う
し
て
作
ら
れ
た
遺
言
は

家
庭
裁
判
所
で
お
き
き
下
さ

統
規
罐
陶
０
調
ｍ
げ

つま
ず
ど
州

納
れ
詢
］
″
機

二 判
詢

‐二一
種
噌
わ

れ
誡
訂
疎
“
れ
】
社
勘
試

‐こを
酬

ノ、公
妊
畑
猜
¨
つ場
齢
嘘
嚇
賛
ゲ
椰

ぃ
。

　
　
　
　
　
「

ま
す
が
、
話
合

い
が
ま
と
ま
ら

す
。
審
判
で
は
、
遺
産
を
通
正

な
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
か
に
、
遺
言
書
を
家
庭
裁
判
所

謝
朝
引
ョ
ヨ

市浦村製品事業所が 発足

―‖キ1署 て知il地 |え 、1-

一

生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

を

一

一

高
度

に
活
用
し
よ
う

　

一

村

で

は
山
村
振

興
開
発
事
業

く

だ
さ

い
。
委
員

は
次

の
と

お

「
し
う
ら
く
ん
」
に
希
望
を
託
し
て

イ
作
た

の
仙
決

Ｌ
ＩＩＬ

ｉ

れ
か
寄
稿

―

・
　

終
戦
後
は
、
　

ク
テ
ル
ラ
イ
ト
」
が
市
販
さ
れ

た
だ
明
る
け
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
３０
ヮ
ッ
ト
の

ば
よ
い
、
そ
し

丸
形
け
い
光
灯
と
６０

ヮ
ッ
ト
の

一
　

て
電
気
料
金
を

ボ
ー
ル
ラ
ン
プ
を
組
み
合
わ
し

経
済
的
に
と
い

た
も
の
で
、
日
に
や
す
ら
ぎ
を

う
二
と
で
、
急
速
に
け
い
光
灯

与
え
る
理
想
的
な
照
明
器
具
で

が
普
及
し
■
し
た
。
し
か
し
、　
あ
り
、
東
北
電
力
で
も
あ

っ
せ

世
の
中
が
落
ち
つ
い
て
生
活

に

ん
し
て
お
り
ま
す
。

ゆ
と
り
が
で
て
き
た
最
近
で
は

再
び
昔
の
白
熱
灯
が
見
な
お
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

け
い
光
灯
は
す
が
す
が
し
い

反
面
、

つ
め
た
さ
が
感
じ
ら
れ

ま
す
が
、
白
熱
灯
に
は
あ
た
た

さ
か
が
あ
り
ま
す
．
夜
の
光
と

は
、
太
陽
の
よ
う
な
明
る
さ
で

な
く

「
と
も
し
び
」
と
い
っ
た

や
さ
し
さ
を
そ
な
え
た
光
、
じ

っ
と
み
つ
め
て
も
つ
か
れ
な
い

心
が
あ
た
た
ま
る
光
と
い
え
ま

し
よ
う
。

こ
の
要
望
に
・」
た
え

て
最
近
け
い
光
灯
と
白
熱
灯
が

適
度
に
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た

「
カ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

だ
ん
ら
ん
の

と
を
し
び

理
想
的
な
夜
の
照
明
　
　
　
藤
田
親
子
機
む
烈

公
貢

相
宗

≡

誉

昭
陽

　

市

浦

営

林

署

小
＝
大
平
地
久

（脇
元
小
）

（
転
　
出
）

（
転
　
入
）

気
仙
沼
署
経
理
課
長
＝
葛
西

相
内
小
＝
中
野
高
志

（
上
北

信

一

（
市
浦
同
）
林
野
庁
林
来

・
泊
小
）

講
習
所

＝
白
岩
幸

（
収
穫
係
長

（
退
　
職
）

）
遠
野
署
土
木
係
長
＝
対
馬
伊

十
三
小

＝
加
賀
谷
久
輝

（県

省
弘

（
事
業
諜
）
佐
井
署
担
当

観
光
鉱
政
課
）

区
主
任
＝
大
熊
孝

（
相
内
担
当

（新
採
用
）

区
）
青
森
署
事
業
課
＝
田
中
次

脇
元
小
＝
斎
藤
光
正
　
十
三

男

（
同
）

小

＝
風
間
隆
　
同
＝
佐
藤
真
理

（転
　
人
）

子

経
理
課
長
＝
栗
林
繁

（
深
浦

教

員

の

部

・・
‐
―
・
学
校

　

経
理
係
長
）
土
木
係
長
＝
及
川

紀
夫

（
大
船
波
署
）
相
内
担
当

（転
　
出
）
　
　
　
　
　
　
区
主
任
＝
須
藤
繁

（青
森
署
）

車
力
中

＝
田
村
昭
二

（市
浦
中

収
穫
係
長
＝
相
馬
勉

（
碇
ケ
関

）
深
浦
中

＝
相
嘉
隆
男

（同
）

署
）

夕．　
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
十

一
月

ン

下
旬
、
太
田
地
区
に
生
活
改
善

蒔一」〕食の‐］』「にい［れ，

ｍた力ヽ日［弾姉̈
中特韓̈
てをヵ、』壽

近一】けい̈
奮けで覆が力ヽしヽげ

に
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
委
Ｈ
の
方
に
お
た
ず
ね

り
で
す
。

△
会
長
＝
奈
良
直
美
△
副
会

長
＝
青
山
叉

一
△
主
事
＝
奈
良

幸
雄
△
委
員
＝
奈
良
儀
助
、
工

藤
昇
、
俵
谷
佐
之

一
、
奈
良
し

ず
え
、
奈
良
つ
る
、
武
田
勲
、

奈
良
勝
義
、
島
谷
幸
子
、
佐
野

栄
三
郎
、
下
山
時
敏
、
宍
倉
静

香
、
工
藤
誠

一
郎
、
坂
下
幸
四

郎
、
佐
藤
辰
三
郎
、
木
村
万
作

１
十
つ
っ
け
さ
し
て
い
た
だ
き

ｔ
し
た
が
、
果
Ｌ
て
み
な
さ
ん

の
意

二
添
う

た
か
は

疑
間
で

す
）

＝

‐内
官
公
庁
人
事
異
動

あ
の

「
し
う
ら
く
ん
」
は
、

現
在
の
農
政
の
矛
盾
を
ふ
ま
え

在
）

（
転
　
人
ヽ

市
浦
駐
在
主
任

＝
佐
野
十
二

郎

（
金
木
主
任

）

食

糧

●

務

所

校
　
長
　

の
　
部

けはム費脂】・　　　　
）．‐一ｒ
一
．、　　　ヽ‐ヽり
一珈円脅
‐す由
‐幸‐』市‐湘
市輛融）

卸螂出Ｈ嗣ぃ
るもんたなあ〓ｒ一心はして
は「十一僻一
一Ⅷ一瀞珈「
　
十（載小
は”

けけ、れ」ａ
・ヽる机ｔ′しけ」「】釧に卸吐雌
嶼陸＝博劇彊脚劇詢淑「一
干叶‐ヽ三「悧Ｍ隠
‐‐武鵬木（神郡

¨
旧ば酬
呪肛
一悩札
ν「な晨原引̈
ピ刻
制叫切引榊切蘭蹴
かヽｕ「
叩細い経姉『中
＝松木孝太

るｆ‐‐‐脚稀知一帥
」噛藪綬り商Ｍ”
反Ⅳはヽ
．′夢
御ケ一一一鷹「い瞬
力、一
郎
齢理晰口
・）

爛
「
″
師
一
出

引
一
汽
＝
伊
加
口
一
なノ
か
つ
た

年
村
民
心
を
あ
わ
せ
一　

，開
け
つ

　

教

日
一の

部

…
小
学
校

（
転
　
入
）

』
翻
潤
川

‐こ―
「

毎‐
Ｈ
）
倒
き

マ

ト
思

っ
た
■
と
も
し
ば
し
ば
で

く
榔
一
建
設
に
が
ん
ば

っ
て
下
　
　
（転
　
出
）

てンＦ「一響却一「響一拗坤轟〓轟却≡オ‐。鋼一・一一三ど‐ュ‐『刹・抑却一一一一一［』・一一・』薩雇権にて肝　纂一̈
『̈
”̈
¨̈
』̈」　（官（̈̈
螂̈̈
帖『螂中岬”

い
つ
ま
で
も
あ
し
あ
わ
せ
に

育
造

（脇
元
）

涼
江

（
山
形
）

Ｌ
野
　
清
行

（十
三
）

小
林

つ
ね
子

（
尾
上
）

秋
田
谷
信
義

（
相
内
）

煤
田
恵
美
子

（車
力
）

広
瀬
　
正
直

（
山
梨
）

佐
藤
　
史
子

（脇
元
）

岩
館
美
智
也

（
北
海
道
）

相
川
　
逸
子

（十
三
）

靱
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